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当
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
表
紙
や
そ
の
元
絵
で
あ
る
当
展
示
の
チ
ラ
シ
・
ポ
ス

タ
ー
に
描
か
れ
て
い
る
烏
帽
子
を
被
っ
た
人
物
、
通
称
黄
昏
く
ん
は
、
チ
ラ

シ
・
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
制
作
を
お
願
い
し
た
当
館
職
員
（
通
称
画
伯
）

が
、「
花
押
の
据
え
ら
れ
て
い
る
文
書
が
多
い
の
で
、
そ
れ
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
り
す
る
と
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
ぇ
？
」
と
い
う
担
当
者
の
適
当

な
発
言
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。
な
お
デ
ザ
イ

ン
は
左
の
よ
う
に
変
遷
し
ま
し
た
。

→

→

ま
た
黄
昏
君
が
呟
い
て
い
る
「
誰
そ
彼･･･

」
は
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
い
る

通
り
「
た
そ
か
れ
」
と
読
み
、
夕
方
薄
暗
く
人
の
顔
の
見
分
け
が
つ
き
に
く

く
な
っ
た
時
分
に
、「
誰
そ
、
彼
は
（
彼
は
誰
な
の
？
）」
と
心
細
い
気
分
を

含
ん
だ
言
葉
で
、
夕
方
を
指
す
「
黄
昏
（
た
そ
が
れ
）」
の
語
源
と
な
っ
た

も
の
で
す
。

似
た
言
葉
と
し
て
「
か
わ
た
れ
時
」
が
あ
り
、「
彼
は
誰
時
」
と
書
く
よ

う
に
や
は
り
人
の
顔
の
見
分
け
が
つ
か
な
い
時
間
帯
の
「
彼
は
誰
な
の
？
」

と
い
う
少
し
不
安
な
気
分
を
含
ん
だ
も
の
で
、
朝
晩
の
薄
暗
い
時
刻
を
指
し
、

特
に
夕
方
の
「
た
そ
が
れ
ど
き
」
に
対
し
明
け
方
を
指
し
ま
し
た
。
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म
ग
ी
प

神
奈
川
県
立
公
文
書
館
は
実
は
少
な
か
ら
ざ
る
点
数
の
中
世
文
書
を
所
蔵

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
主
に
当
館
の
前
身
で
あ
る
神
奈
川
県
立
文
化
資
料

館
（
１
９
７
２
～
１
９
９
３
）
の
時
代
に
購
入
し
た
も
の
で
す
。
当
時
は
予

算
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
ぇ
︙
。

し
か
し
そ
れ
ら
は
必
ず
し
も
神
奈
川
県
域
と
関
わ
る
内
容
の
も
の
で
は
な

い
事
等
か
ら
、
神
奈
川
県
と
い
う
地
域
に
深
く
根
ざ
し
た
施
設
で
あ
る
当
館

で
は
あ
ま
り
出
番
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
く
稀
に
博
物
館
等
か
ら
展
示
へ
の
出

陳
を
求
め
ら
れ
て
貸
し
出
し
た
り
、
歴
史
学
専
攻
の
大
学
生
相
手
の
見
学
会

や
収
蔵
資
料
展
示
等
の
機
会
に
（
担
当
者
が
捻
じ
込
ん
で
）
登
板
す
る
だ
け

で
す
。

そ
ん
な
事
情
か
ら
か
、
そ
も
そ
も
当
館
が
そ
の
文
書
を
所
蔵
し
て
い
る
事

が
世
間
に
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
？
と
い
っ
た
疑
問
を
持
つ
こ
と

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
当
館
が
所
蔵
す
る
中
世
文
書
を
広
く
周

知
す
る
事
を
目
的
と
し
た
展
示
を
企
画
し
ま
し
た
。

今
回
中
心
に
据
え
た
の
は
「
中
世
諸
家
文
書
」
と
呼
称
し
て
い
る
資
料
群

の
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
は
古
書
店
か
ら
購
入
す
る
な
ど
し
た
中
世
文
書
の
中

で
、
伝
来
の
経
緯
が
定
か
で
な
い
も
の
等
を
言
わ
ば
ざ
っ
く
り
と
ひ
と
ま
と

め
に
し
て
い
る
も
の
で
す
。

概
ね
資
料
の
作
成
年
代
（
写
本
等
の
場
合
は
原
本
の
も
の
）
順
に
並
べ
て

い
ま
す
が
、
通
常
の
展
示
の
よ
う
な
資
料
間
の
関
連
性
と
か
ス
ト
ー
リ
ー
と

い
っ
た
も
の
は
希
薄
と
い
う
か
、
基
本
的
に
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
興
味

の
あ
る
文
書
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
良
い
か
と
思
い
ま
す
。「
北
条
泰
時
」

や
「
豊
臣
秀
吉
」
と
い
っ
た
日
本
史
の
教
科
書
に
名
前
が
出
て
く
る
有
名
人

の
文
書
も
あ
り
ま
す
の
で
、
先
ず
は
こ
れ
ら
を
ご
覧
に
な
る
の
も
良
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。（
第
一
部
）

ま
た
こ
の
ほ
か
に
、
当
館
が
所
蔵
す
る
中
世
文
書
の
中
で
も
白
眉
の
存
在

で
あ
る
「
喜
連
川
（
き
つ
れ
が
わ
）
文
書
」
に
つ
い
て
は
全
５
点
を
ま
と
め

て
展
示
し
、
そ
の
来
歴
や
当
館
が
所
蔵
し
て
い
る
経
緯
に
つ
い
て
も
ま
と
め

て
み
ま
し
た
。（
第
二
部
）

更
に
は
紙
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
る
当
館
の
保
存
・
修
復
担
当
職
員
が

文
書
の
「
料
紙
」
に
特
に
注
目
し
た
コ
ー
ナ
ー
も
ご
用
意
し
ま
し
た
。（
第

三
部
）

本
展
示
が
、
歴
史
的
公
文
書
と
古
文
書
を
２
本
の
柱
と
す
る
当
館
収
蔵
資

料
の
中
で
、
圧
倒
的
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
誇
る
近
世
以
降
の
文
書
と
比
較
す
る

と
残
念
な
が
ら
影
の
薄
い
中
世
文
書
に
も
注
目
し
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

ტ

୻

一
、
本
資
料
は
、
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
令
和
八
年
度
企
画
展
示
「
れ
っ
つ
！

こ
も
ん
じ
ょ
」（
令
和
８
年

月

日
～

月

日

会
場
：
神
奈
川
県

10

23

12

20

立
公
文
書
館
１
階
展
示
室
）
の
解
説
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
。

一
、
史
料
の
釈
文
に
つ
い
て
は

頁
以
下
に
ま
と
め
て
掲
載
し
た
の
で
適
宜

29

ご
参
照
さ
れ
た
い
。

一
、【
二
次
利
用
禁
止
】

転
載
や
複
製
の
配
布
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。
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一
、

【
第
一
部

中
世
諸
家
文
書
】

公文書館HP上の収蔵資料検索システムにおける中世諸家文書の解説

3



１-

１

六
波
羅
下
知
状
（
前
欠
）

承
久
三
（
１
２
２
１
）
年
十
月
八
日

Ｉ
Ｄ
：
２
２
０
０
９
３
０
５
１
５

公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
中
で
最
古
の
文
書
。
承
久
の
乱
終
結
後
、
六
波
羅

探
題
と
し
て
京
都
に
あ
っ
た
北
条
時
房(

相
模
守
平)

と
北
条
泰
時(

武
蔵
守

平)

が
連
署
し
て
出
し
た
下
知
状
。
何
ら
か
の
武
士
の
濫
行
を
停
止
し
て
い

る
よ
う
だ
が
、
前
欠
の
た
め
非
常
に
残
念
な
が
ら
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

␯
૞
અ
ৱ
મ
␰

六
波
羅
下
知
状
案

薩
藩
旧
記
二

国
分
寺
文
書

安
楽
寺
領
薩
摩
山
門
庄
并
国
分
寺
領
事
、

(

国
脱
ヵ)(

出
水
郡)

早
任
宣
旨
状
、
停
止
武
士
狼
藉
、
庄
務
之
間
、

不
可
有
違
乱
之
状
、
下
知
如
件
、

承
久
三
年
十
月
八
日

武
蔵
守
判

(

北
条
泰
時)

(

マ
マ)

相
模
守
判

(

北
条
義
時)（『

鎌
倉
遺
文
』
２
８
４
６
号
）

※
同
じ
日
付
を
持
つ
六
波
羅
下
知
状
。
本
文
書
の
失
わ
れ
た
前
半
部
に

も
同
様
の
事
書
（
こ
と
が
き
）
と
武
士
の
濫
行
状
況
に
関
す
る
記
述

が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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１ｰ

２

御
成
敗
式
目
（
貞
永
式
目
）
天
正
２
年
写
本

貞
永
元
（
１
２
３
２
）
年
七
月
十
日

天
正
二
（
１
５
７
４
）
年
十
一
月
書
写

Ｉ
Ｄ
：
２
２
０
０
９
３
０
５
０
２

鎌
倉
幕
府
の
基
本
法
典
で
あ
る
御
成
敗
式
目
の
う
ち
、
清
原
氏
系
統
本
と

呼
ば
れ
る
本
を
、
青
蓮
院
門
跡
や
天
台
座
主
を
つ
と
め
能
書
家
で
あ
っ
た
尊

朝
法
親
王
が
天
正
二(

１
５
７
４)

年
十
一
月
に
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
（
※

黄
鐘
は
陰
暦
十
一
月
の
異
称
）。
尊
朝
法
親
王
の
手
に
よ
る
式
目
の
写
本
は

複
数
知
ら
れ
て
い
る
が
、
中
で
も
古
い
時
期
の
も
の
に
属
す
る
。
な
お
尊
朝

法
親
王
を
開
祖
と
す
る
書
道
の
一
派
を
尊
朝
流
と
呼
ぶ
が
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ

る
御
家
流
と
し
て
知
ら
れ
る
青
蓮
院
流
の
一
分
派
に
当
た
る
。

掲
示
し
た
部
分
は
式
目
の
第
八
条
で
、
二
十
箇
年
年
紀
法
と
呼
ば
れ
る
現

代
民
法
の
時
効
取
得
（
一
定
期
間
所
有
の
意
思
を
持
っ
て
平
穏
か
つ
公
然
に

他
人
の
物
を
占
有
し
た
者
に
そ
の
所
有
権
を
取
得
さ
せ
る
時
効
制
度
）
に
も

通
じ
る
と
さ
れ
る
条
項
で
あ
る
。

␯
ম
ৱ
મ
भ
এ
ॖ
থ
ॺ

ഓ
ൿ
प
े
ॊ
છ
ऌ
੢
ा
ऋ
ँ
ॊ
ै
ख
ः
␰

角
筆
（
か
く
ひ
つ
）
と
は
先
の
尖
っ
た
用
具
で
紙
面
を
凹
ま
せ
て
文

字
な
ど
を
書
き
加
え
る
こ
と
を
言
い
、
経
典
に
訓
点
（
い
わ
ゆ
る
レ
点

や
一
・
二
点
の
よ
う
な
漢
文
を
訓
読
す
る
た
め
の
記
号
）
を
記
入
し
た

り
す
る
の
に
用
い
ら
れ
た
。

当
館
で
は
こ
の
式
目
に
も
角
筆
に
よ
る
書
き
込
み
が
あ
る
！
と
さ
れ

て
い
る
の
だ
が
、
具
体
的
に
ど
の
部
分
に
ど
う
い
っ
た
書
き
込
み
が
あ

る
の
か
は
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
残
念
な
が
ら
担
当
者
の
節
穴
で
は
未
だ

確
認
出
来
て
い
な
い
。
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１-

３

足
利
直
義
御
教
書

暦
応
三
（
１
３
４
０
）
年
三
月
二
十
七
日

Ｉ
Ｄ
：
２
２
０
０
９
３
０
５
２
３

足
利
尊
氏
の
弟
で
当
時
幕
政
を
主
導
し
て
い
た
足
利
直
義
（
左
兵
衛
督
）

が
、
保
寧
寺
を
祈
願
所
に
認
定
し
た
も
の
。
保
寧
寺
は
現
在
の
鎌
倉
市
山
ノ

内
（

北
鎌
倉
駅
の
南
東
、
長
寿
寺
の
向
か
い
の
辺
り
）
に
あ
っ
た
建
長
寺

JR

系
の
臨
済
宗
寺
院
で
あ
る
（
廃
寺
）。

␯
ম
ৱ
મ
भ
এ
ॖ
থ
ॺ

ိ
છ
द
म
ऩ
ः
౪
ઇ
છ
␰

御
教
書
（
み
ぎ
ょ
う
し
ょ
、
み
き
ょ
う
じ
ょ
と
も
）
と
は
三
位
以
上

の
公
卿
が
出
す
文
書
を
言
い
、
侍
臣
や
右
筆
が
主
人
の
意
を
奉
じ
る
奉

書
（
ほ
う
し
ょ
）
の
形
式
で
下
達
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
し
か
し
室

町
幕
府
の
将
軍
や
そ
れ
に
準
じ
た
地
位
の
者
が
出
し
た
直
状
（
じ
き
じ

ょ
う
、
発
給
者
自
身
の
意
志
を
記
し
て
出
す
文
書
）
形
式
の
も
の
も
御

教
書
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
前
代
の
鎌
倉
時
代
を
通
じ
て
御
教
書
が
本
来
の
奉
書
と
い
う

性
質
を
置
き
去
り
に
し
て
単
に
「
将
軍
様
が
お
出
し
に
な
る
文
書
」
と

い
う
美
称
に
な
っ
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
奉
書
で
は

な
い
御
教
書
の
中
で
も
本
資
料
の
よ
う
に
花
押
が
据
え
ら
れ
て
い
る
も

の
を
御
判
御
教
書
（
ご
は
ん
の
み
ぎ
ょ
う
し
ょ
）
と
称
し
重
要
視
さ
れ

た
。
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１-

４

関
東
管
領
上
杉
憲
顕
奉
書

観
応
二
（
１
３
５
１
）
年
七
月
二
十
二
日

Ｉ
Ｄ
：
２
２
０
０
９
３
０
５
１
６

上
杉
憲
顕
が
、
現
在
の
厚
木
市
内
に
当
た
る
毛
利
庄
厚
木
郷
半
分
に
つ
い

て
、
鎌
倉
の
円
覚
寺
正
続
院
へ
の
引
き
渡
し
を
命
じ
た
施
行
状
で
あ
る
。
史

料
中
に
は
古
庄
・
座
間
・
三
浦
と
い
っ
た
相
模
国
の
武
士
た
ち
の
名
も
見
え

て
い
る
。
憲
顕
は
足
利
尊
氏
の
母
方
の
い
と
こ
で
、（
血
統
は
別
だ
が
）
有

名
な
上
杉
謙
信
へ
と
続
く
関
東
管
領
上
杉
氏
の
祖
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る

が
、
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
化
も
さ
れ
、
最
近
完
結
し
た
漫
画
に
独
特
な
人
物
造
形

で
登
場
し
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

␯
ম
ৱ
મ
भ
এ
ॖ
থ
ॺ

␫
౪
␬
઱
ষ
૾
␰

本
資
料
に
関
し
て
は
従
来
、「
公
方
の
基
氏
が
厚
木
郷
半
分
を
正
続
院
に

寄
付
し
、
憲
顕
が
施
行
状
を
出
し
て
古
庄
・
座
間
の
両
使
に
遵
行
を
命
じ

た
が
、
三
浦
高
通
の
代
官
の
阻
止
に
よ
り
実
現
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
再

度
執
行
を
命
じ
た
も
の
」
と
い
っ
た
具
合
に
、
鎌
倉
府
の
枠
内
で
の
理
解

が
さ
れ
て
い
た
（『
厚
木
市
史
』
中
世
資
料
編
等
）。

し
か
し
亀
田
俊
和
氏
は
「
鎌
倉
府
施
行
状
の
形
成
と
展
開
」
に
お
い
て

*

資
料
中
で
「
御
施
行
状
」
と
敬
意
表
現
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、「
京

．

都
で
直
義
が
主
導
権
を
握
っ
た
段
階
で
、
尊
氏
か
直
義
が
発
給
し
た
寄
進

状
の
施
行
状
を
直
義
が
発
給
し
、
鎌
倉
府
に
遵
行
を
命
じ
て
い
る
と
推
定

出
来
る
事
例
」
と
し
、
観
応
の
擾
乱
の
最
中
と
い
う
時
代
背
景
と
施
行
状

発
給
シ
ス
テ
ム
を
踏
ま
え
た
新
た
な
理
解
を
示
し
て
い
る
。

＊
『
室
町
幕
府
管
領
施
行
シ
ス
テ
ム
の
研
究
』
所
収

7



１-

５

関
東
公
方
足
利
基
氏
還
補
状

貞
治
五
（
１
３
６
６
）
年
四
月
二
十
二
日

Ｉ
Ｄ
：
２
２
０
０
９
３
０
５
１
７

関
東
公
方
の
足
利
基
氏
が
、
上
野
国
の
武
士
と
思
わ
れ
る
高
山
氏
の
所
領

を
還
補
し
た
も
の
。
基
氏
の
花
押
は
父
尊
氏
の
花
押
を
踏
襲
す
る
も
下
部
が

一
直
線
に
な
る
関
東
足
利
様
の
祖
型
と
な
っ
た
も
の
だ
が
、
史
料
１ｰ

３
の

基
氏
の
叔
父
で
養
父
で
も
あ
っ
た
直
義
の
花
押
の
特
徴
と
一
致
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

␯
ম
ৱ
મ
भ
এ
ॖ
থ
ॺ

੦
੽
भ
୨
౒
प
ৄ
ॊ
␫
೯
␬
ઉ
ଝ
भ
୶
␰

足
利
基
氏
は
尊
氏
の
子
（
二
代
将
軍
義
詮
の
同
母
弟
）。
貞
和
五

(

１
３
４
９)

年
、
上
洛
し
た
義
詮
と
入
れ
替
わ
り
に
鎌
倉
へ
下
向
し
、

初
代
の
関
東
公
方
と
な
っ
た
。
男
子
の
無
か
っ
た
叔
父
の
直
義
の
養
子

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
強
い
影
響
を
受
け
た
事
が
知
ら
れ
て
い
る
。

૞
અ
ৱ
મ
␭
૬
෾
঩
৷
ੵ
୏
റ
ૐ
␮
ె
೉
ਕ(

ڭ
گ
ڴ
(گ

ফ
ਕ
া
⌦
঩
૖

晦
日
、
檀
那
尊
氏
忌
斎
、
府
君
談
話
之
次
、
問
故
鎌
倉
基
氏
作
何
好
、

(

足
利)

(

足
利
義
満)

(

足
利)

余
曰
、
凡
仏
法
・
政
道
、
其
余
管
絃
諸
伎
芸
、
無
不
好
者
、
独
於
世
俗

(

義
堂
周
信)

所
好
村
田
舞
楽
、
終
身
不
一
見
、
君
曰
、
為
何
事
、
余
曰
、
伯
父
大
休
寺
殿

(

足
利
直
義)

不
愛
戯
場
、
且
以
有
妨
於
政
道
也
、
君
頗
有
媿
色
、（
後
略
）

※
『
空
華
日
用
工
夫
略
集
』
は
禅
僧
で
あ
る
義
堂
周
信
の
日
記
の
抄

出
本
。
周
信
は
長
く
鎌
倉
で
基
氏
や
そ
の
子
の
氏
満
の
政
治
顧
問

を
つ
と
め
た
た
め
、
基
氏
の
事
を
熟
知
し
て
い
た
。
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１-

６

鎌
倉
大
双
紙
（
写
本
）

戦
国
時
代
初
期
成
立
ヵ

Ｉ
Ｄ
：
２
２
０
０
９
３
０
５
０
５

鎌
倉
大
双
紙
は
室
町
時
代
の
関
東
地
方
の
歴
史
を
関
東
公
方
を
中
心
に
記

し
た
軍
記
物
語
で
あ
る
。
康
暦
二
（
１
３
８
０
）
年
か
ら
文
明
十
一
（
１
４

７
９
）
年
の
約
百
年
間
を
記
し
て
い
る
。
掲
示
し
た
の
は
関
東
公
方
足
利
成

氏
に
よ
る
関
東
管
領
上
杉
憲
忠
謀
殺
の
く
だ
り
で
、
享
徳
の
乱
の
開
始
を
告

げ
る
部
分
で
あ
る
。

␯
ম
ৱ
મ
भ
এ
ॖ
থ
ॺᄵ

೉
भ
ೊ
ध
੃
⁢
ਮ
ᅝ

␟
ध
ऱ
ॎ
ऻ
ऎ
␠␰

享
徳
の
乱
は
康
正
元
（
１
４
５
５
）
年
～
文
明
十
四
（
１
４
８
２
）

年
、
関
東
公
方
足
利
成
氏
に
よ
る
関
東
管
領
上
杉
憲
忠
の
謀
殺
に
端
を

発
し
、
成
氏
が
室
町
幕
府
か
ら
支
援
を
得
た
関
東
管
領
上
杉
氏
・
堀
越

公
方
足
利
政
知
ら
と
争
っ
た
戦
乱
で
あ
る
。
こ
の
間
、
成
氏
は
康
正
の

前
の
享
徳
の
年
号
を
使
い
続
け
た
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
あ
る
。
こ
の
戦

乱
に
よ
り
鎌
倉
府
体
制
は
崩
壊
し
、
関
東
は
関
西
に
先
ん
じ
て
戦
国
時

代
に
入
る
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
享
徳
の
乱
の
終
結
を
告
げ
る
の
が
第
二
部
で
採
り
上
げ

る
都
鄙
和
睦
（
都
＝
京
都
の
足
利
氏
＝
将
軍
家
と
鄙
＝
関
東
の
足
利
氏

＝
関
東
公
方
の
和
睦
）
に
関
す
る
２
点
の
前
将
軍
足
利
義
政
御
内
書
で

あ
る
。
奇
し
く
も
当
館
は
享
徳
の
乱
の
始
ま
り
と
終
わ
り
に
関
す
る
史

料
を
所
蔵
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
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１-

７

西
院
流
血
脈

文
明
十
九
（
１
４
８
７
）
年
三
月
二
十
一
日

※
明
応
７
（
１
４
９
９
）
年
ま
で
追
記
あ
り

Ｉ
Ｄ
：
２
２
０
０
９
３
０
５
０
６

血
脈
（
け
ち
み
ゃ
く
）
と
は
仏
教
用
語
で
、
教
法
が
師
僧
か
ら
弟
子
に
伝

え
ら
れ
る
こ
と
を
身
体
の
血
管
に
血
が
流
れ
る
の
に
た
と
え
て
そ
の
持
続
性

と
同
一
性
を
示
し
た
も
の
。
系
譜
を
朱
線
で
示
す
事
が
多
い
。
本
資
料
は
真

言
密
教
の
一
流
派
で
あ
る
広
沢
流
の
祖
で
あ
る
益
信
か
ら
筆
を
起
こ
し
、
横

浜
の
学
僧
と
し
て
名
高
い
印
融
の
弟
子
の
世
代
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
。

␯
ম
ৱ
મ
भ
এ
ॖ
থ
ॺ

ਧ
৥
஁
␰

裏
見
返
し
に
「
相
州
金
子

西
明
寺
」
の
墨
書
が
見
ら
れ
、
こ
の
史

料
が
元
は
足
柄
上
郡
大
井
町
金
子
の
西
明
寺
（
東
寺
真
言
宗
、
現
在
は

最
明
寺
と
表
記
す
る
）
の
所
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
西
明

寺
は
鎌
倉
時
代
に
現
松
田
町
の
松
田
山
の
山
上
に
開
か
れ
た
が
、
や
が

て
衰
微
し
、
文
明
元
（
１
４
６
９
）
年
に
金
子
の
地
に
移
り
再
興
し
た

と
さ
れ
て
い
る
。
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１-

８

永
明
軒
東
永
書
状

（
年
欠
）
四
月
十
一
日

Ｉ
Ｄ
：
２
２
０
０
９
３
０
４
０
６

鎌
倉
の
建
長
寺
永
明
軒
の
僧
と
見
ら
れ
る
東
永
が
、
自
身
の
領
地
で
あ
る

子
安
（
現
横
浜
市
神
奈
川
区
）
へ
の
足
軽
の
狼
藉
を
禁
じ
て
い
る
。
東
永
は

扇
谷
上
杉
定
正
の
甥
の
禅
僧
で
あ
る
。
子
安
の
地
は
左
記
の
よ
う
に
史
料
１

ｰ

９
の
『
小
田
原
衆
所
領
役
帳
』
で
は
「
葛
西
様
（
古
河
公
方
の
足
利
義
氏
）

御
領
」
と
し
て
見
え
る
が
、
お
そ
ら
く
扇
谷
上
杉
氏
の
勢
力
が
衰
え
る
中
で

小
田
原
北
条
氏
の
直
轄
領
と
さ
れ
、
さ
ら
に
北
条
氏
綱
の
外
孫
で
あ
る
古
河

公
方
足
利
義
氏
の
所
領
に
な
る
と
い
っ
た
経
緯
を
辿
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

：
２
２
０
０
９
３
０
５
０
８
よ
り
抜
粋

ID

␯
ম
ৱ
મ
भ
এ
ॖ
থ
ॺ

ূ
ె
औ
॒
भ
৏
঩
୥
␰

こ
の
東
永
さ
ん
、
の
ち
に
意
外
な
転
身
を
遂
げ
た
と
さ
れ
る
。

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
巻
之
二
十
八
、
葛
飾
郡
之
九

二
之
江

村
（
現
東
京
都
江
戸
川
区
南
部
）
の
項
に
は
旧
家
者
善
衛
門
と
し

て
「
宇
田
川
氏
な
り
、
家
譜
を
閲
に
上
杉
氏
の
庶
流
に
し
て
、
先

祖
善
左
衛
門
定
友
は
、
伊
奈
備
前
守
忠
次
に
仕
へ
し
宇
田
川
喜
兵

衛
定
次
の
弟
な
り
、
定
次
の
祖
父
親
定
は
、
扇
谷
の
上
杉
持
朝
の

子
朝
昌
の
庶
子
な
り
し
か
、
始
は
出
家
し
て
東
永
房
と
号
し
、
後

還
俗
宇
田
川
郷
右
衛
門
と
称
し
、
武
州
品
川
に
住
す
、
」
云
々
と

あ
る
。
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１-
９

小
田
原
衆
所
領
役
帳
（
写
本
）

永
禄
二(

１
５
５
９)

年
二
月
十
二
日

天
明
二(

１
７
８
２)

年
八
月
二
十
三
日
書
写

Ｉ
Ｄ
：
２
２
０
０
９
３
０
５
０
８

小
田
原
北
条
氏
の
三
代
当
主
氏
康
が
作
ら
せ
た
帳
簿
で
、
一
族
・
家
臣
の

諸
役
賦
課
の
基
準
と
な
る
役
高
を
記
し
た
も
の
。「
小
田
原
衆
」
を
は
じ
め

と
し
た
衆
や
社
領
・
寺
領
と
い
っ
た
ま
と
ま
り
で
家
臣
５
０
０
余
名
等
の
役

高
が
貫
高
で
記
さ
れ
、
所
領
で
あ
る
郷
村
名
も
記
さ
れ
て
い
る
。
小
田
原
北

条
氏
研
究
の
基
本
史
料
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

␯
ম
ৱ
મ
भ
এ
ॖ
থ
ॺ

ਅ
ব
भ
੸
ྀ
ਆ
भ
୩
਌
␰

掲
出
し
た
箇
所
は
御
家
中
衆
の
部
分
で
、
岩
本
和
泉
が
二
俣
川
で
21

貫
９
８
０
文
・
同
じ
現
旭
区
内
の
今
宿
で

貫
２
１
１
文
の
都
合

貫

13

35

１
９
１
文
の
役
高
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
見
え
る
。

␯
૽
໩
ः
ौ
ः
ौ
␰

当
館
は
本
資
料
の
ほ
か
に
も
左
記
の
役
帳
を
所
蔵
し
て
い
る
。

中
世
諸
家
文
書
「
小
田
原
北
条
氏
分
限
帳
」
巻
１

：
２
２
０
０
９
３
０
５
０
９

ID

〃

「
小
田
原
北
条
氏
分
限
帳
」
巻
２

：
２
２
０
０
９
３
０
５
１
０

ID

〃

「
北
条
役
帳
」（
写
本
）

：
２
２
０
０
９
３
０
５
２
４

ID

〃

「
鉢
形
北
条
分
限
帳
」（
写
本
）

：
２
２
０
０
９
３
０
５
２
６

ID
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１ｰ

北
条
氏
直
書
状

10

天
正
九
（
１
５
８
１
）
年
ヵ
十
一
月
十
四
日

Ｉ
Ｄ
：
２
２
０
０
９
３
０
５
０
４

小
田
原
北
条
氏
の
五
代
当
主
氏
直
が
寒
空
の
下
で
普
請
作
業
に
勤
し
む
者

ら
へ
「
江
川
」
の
酒
１
樽
等
を
贈
っ
た
も
の
。
年
欠
で
あ
る
が
氏
直
の
花
押

形
か
ら
天
正
九
年
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。「
江
川
」
は
近
世
で
は
韮

山
代
官
と
し
て
代
々
太
郎
左
衛
門
を
名
乗
る
こ
と
で
も
有
名
な
江
川
氏
が
作

っ
て
い
た
酒
で
あ
る
。「
江
川
」
の
酒
は
当
時
全
国
的
に
有
名
な
銘
酒
で
あ

り
、
小
田
原
北
条
氏
に
贈
答
用
に
も
用
い
ら
れ
、
織
田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
・

徳
川
家
康
ら
も
口
に
し
た
事
が
知
ら
れ
て
い
る
。

␯
ম
ৱ
મ
भ
এ
ॖ
থ
ॺ

௖
ਆ
ඣ
भ
ਠ
૔
␰

江
川
酒
の
製
造
は
戦
国
期
か
ら
江
戸
初
期
ま
で
続
い
た
と
さ
れ
て
い

る
。
近
年
、
静
岡
県
伊
豆
の
国
市
韮
山
の
江
川
邸
周
辺
の
皆
さ
ん
に
よ

り
韮
山
産
の
米
で
醸
さ
れ
た
「
江
川
酒
」
の
販
売
が
始
ま
っ
た
。
ま
た

江
川
邸
か
ら
江
戸
時
代
の
醸
造
方
法
を
記
し
た
古
文
書
（「
御
手
製
酒
之

法
書
」）
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
方
法
に
よ
る
文
字
通
り
の
「
江
川
酒
」
の

復
活
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。
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１-

亮
淳
書
下
状

11

天
正
十
一
（
１
５
８
３
）
年
三
月
二
十
三
日

Ｉ
Ｄ
：
２
２
０
０
９
３
０
２
０
２

西
光
院
（
小
田
原
市
本
町
、
東
寺
真
言
宗
）
に
対
し
、
印
可
・
伝
法
灌
頂

等
の
際
の
僧
膳
に
つ
い
て
、
本
寺
（
京
都
の
東
寺
宝
菩
提
院
）
の
法
式
を
守

る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。
亮
淳
は
下
総
国
幸
手
（
現
埼
玉
県
幸
手
市
）
を

領
し
て
関
東
公
方
に
仕
え
た
い
わ
ゆ
る
幸
手
一
色
氏
の
出
身
で
、
京
都
の
醍

醐
寺
光
台
院
主
等
を
つ
と
め
た
真
言
宗
の
学
僧
で
あ
る
。
こ
の
翌
年
に
は
関

東
に
下
向
し
各
地
で
授
法
を
行
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

␯
૞
અ
ৱ
મ

␫
ਢ
஫
ଁ
ઁ
ஈ

৵
৙
্
ৣ
␬

஫
১
૴
ୣ
ী
ঀ
ે
঳

ඕ
ঀ
ે
␰

仁
和
寺
真
光
院
権
僧
正
亮
淳
伝

今
作

三
十
九
祖
僧
正
亮
淳
、
下
総
州
葛
飾
之
人

天
神
崗
城
主
一
色
兵

武
州

部
大
夫
源
国
朝
之
子
、（
後
略
）

※
真
言
宗
の
高
僧
伝
の
よ
う
な
資
料
か
ら
亮
淳
の
出
自
に
関
す
る
部

分
を
紹
介
す
る
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

の
所
蔵
史
料
目
録

H
P

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
て
公
開
さ
れ
て
い
る
謄
写
本
の
画
像
を
参
照
し

翻
刻
し
た
。
な
お
幸
手
一
色
氏
の
基
本
情
報
に
照
ら
す
と
、
天
神

崗
城
は
幸
手
市
の
天
神
島
城
、
一
色
兵
部
大
夫
源
国
朝
は
一
色
宮

内
大
輔
直
朝
の
誤
伝
と
思
わ
れ
る
。

14



１-

豊
臣
秀
吉
朱
印
状

12
（
天
正
十
八<

１
５
９
０>

年
）
五
月
二
十
八
日

Ｉ
Ｄ
：
２
２
０
０
９
３
０
５
１
９

小
田
原
合
戦
に
際
し
秀
吉
の
元
に
届
い
た
陣
中
見
舞
の
品
々
に
対
す
る
礼

状
で
あ
る
。
文
中
に
見
え
る
天
鼠
と
は
蝙

蝠
の
異
称
で
、
天
鼠
革
と
は
鎧

こ
う
も
り

の
草
摺
（
胴
の
下
に
垂
れ
て
大
腿
部
を
守
る
部
品
）
を
繋
げ
る
部
分
で
蝙
蝠

付
と
も
言
う
。

␯
ম
ৱ
મ
भ
এ
ॖ
থ
ॺ

મ
౛
प
ৄ
ॊ
ଠ
ৣ
য
भ
ਥ
๏
␰

見
て
の
通
り
こ
の
文
書
、
非
常
に
大
き
い
（
お
よ
そ

ｃ
ｍ×

ｃ

46

66

ｍ
）。
他
の
文
書
が
現
在
の
Ａ
３
判
程
度
の
大
き
さ
な
の
に
対
し
、
倍

の
Ａ
２
判
よ
り
も
な
お
大
き
い
。
こ
の
巨
大
さ
は
、
豊
臣
秀
吉
が
天
下

人
に
な
っ
た
頃
か
ら
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
紙
の
上
半
分
し
か
使
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ

は
料
紙
の
短
辺
を
半
分
に
折
り
、
折
っ
た
側
を
下
に
し
て
用
い
る
折
紙

と
い
う
略
式
な
文
書
形
式
だ
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
糸
印
と
呼
ば
れ
る
印
文
不
明
の
秀
吉
の
朱
印
が
日
付
に
若
干

か
か
る
形
で
捺
さ
れ
て
い
る
の
も
特
徴
的
で
あ
る
。
年
代
が
降
る
に
つ

れ
捺
印
す
る
位
置
が
上
が
る
傾
向
に
あ
る
と
さ
れ
、
史
料
２ｰ

４
で
は

更
に
上
昇
し
「
日
」
の
字
に
重
ね
て
捺
さ
れ
て
い
る
。

厚
手
で
ゴ
ワ
ゴ
ワ
し
た
紙
の
表
面
に
は
全
体
的
に
細
か
な
シ
ワ
が

入
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
大
高
檀
紙
（
お
お
た
か
だ
ん
し
）」
と
呼
ば

れ
る
紙
の
特
徴
で
、
江
戸
幕
府
に
も
領
知
朱
印
状
な
ど
の
料
紙
と
し
て

引
き
継
が
れ
て
行
く
と
さ
れ
て
い
る
。
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【
第
二
部

喜
連
川
文
書
】

き
つ
れ
が
わ

公文書館HP上の収蔵資料検索システムにおける喜連川文書の解説
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喜
連
川
文
書
と
そ
の
伝
来
に
関
し
て

喜
連
川
文
書
は
室
町
幕
府
初
代
将
軍
足
利
尊
氏
の
子
で
二
代
将
軍
義
詮
の

同
母
弟
で
あ
る
基
氏
を
始
祖
と
す
る
関
東
公
方
足
利
氏
の
末
裔
で
あ
る
喜
連

川
家
に
伝
来
し
た
文
書
群
で
あ
る
。
明
治
三
十
二
（
１
８
９
９
）
年
に
東
京

帝
国
大
学
史
料
編
纂
掛
（
現
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）
が
喜
連
川
家
の
後
裔

で
あ
る
子
爵
足
利
於
菟
丸(

お
と
ま
る)

の
所
蔵
文
書
を
影
写
し
た
際
に
は
、

室
町
・
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
初
期
に
至
る
文
書
九
十
六
点
ほ
か
が
収
め
ら
れ

て
い
た
。

（
※
喜
連
川
家
は
幕
末
の
当
主
で
あ
る
縄
氏
（
つ
な
う
じ
）
の
時
に
名
字
を

足
利
に
復
し
、
明
治
十
七
年
に
於
菟
丸
が
子
爵
に
列
せ
ら
れ
た
）

の
ち
に
喜
連
川
文
書
は
一
旦
原
蔵
者
の
も
と
か
ら
流
出
し
た
が
、
そ
の
多

く
を
於
菟
丸
の
子
息
の
惇
氏(

あ
つ
う
じ)

が
再
度
収
集
の
上
、
栃
木
県
塩
谷

郡
喜
連
川
町
（
現
さ
く
ら
市
）
に
寄
贈
し
た
。
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
は
（
前

身
で
あ
る
神
奈
川
県
立
文
化
資
料
館
時
代
に
購
入
し
た
）
次
頁
以
降
に
紹
介

す
る
５
点
を
所
蔵
し
て
い
る
。
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２-

１

細
川
勝
元
書
状

（
年
欠
）
十
二
月
二
十
一
日

Ｉ
Ｄ
：
２
２
０
０
９
３
０
２
０
１

室
町
幕
府
管
領
の
細
川
勝
元
が
、（
関
東
公
方
足
利
成
氏
か
ら
将
軍
足
利

義
政
へ
刀
と
馬
が
贈
ら
れ
た
の
に
対
し
、
義
政
か
ら
の
返
礼
と
し
て
）
刀
を

贈
る
旨
を
関
東
管
領
の
上
杉
憲
忠
へ
伝
え
た
披
露
状
で
あ
る
。

␯
ম
ৱ
મ
भ
এ
ॖ
থ
ॺ

છ
ై
຀
␟
ख
␺
औ
ण
ो
ः
␠␰

足
利
義
政
は
室
町
幕
府
の
第
八
代
将
軍
、
細
川
勝
元
は
将
軍
を
補

佐
す
る
管
領
で
あ
る
。
他
方
、
足
利
成
氏
は
室
町
幕
府
が
東
国
支
配

の
為
に
設
け
た
鎌
倉
府
の
長
官
で
あ
る
関
東
公
方
、
上
杉
憲
忠
は
関

東
公
方
を
補
佐
す
る
関
東
管
領
で
あ
る
。
実
際
に
刀
や
馬
の
贈
答
を

し
て
い
る
の
は
史
料
中
に
は
登
場
し
な
い
将
軍
の
義
政
と
公
方
の
成

氏
で
あ
る
が
、
管
領
同
士
が
書
状
を
や
り
取
り
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
書
札
礼
と
呼
ば
れ
る
書
状
の
や
り
取
り
に
礼
の
形
式
を
取

り
入
れ
た
も
の
に
則
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
最
も
厚
礼
な
の
は
本

資
料
の
よ
う
に
本
人
で
は
な
く
側
近
の
人
に
宛
て
て
書
状
を
書
き
、

末
尾
に
「
以
此
旨
、
可
令
披
露
給
候
（
こ
の
旨
を
以
て
披
露
せ
し
め

給
う
べ
く
候
）」
と
い
っ
た
取
次
・
披
露
を
求
め
る
文
言
を
添
え
る
形

式
で
あ
る
。
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２-

２

前
将
軍
足
利
義
政
御
内
書

（
文
明
十
四<

１
４
８
２>

年
）
十
一
月
二
十
七
日

Ｉ
Ｄ
：
２
２
０
０
９
３
０
２
０
３

足
利
義
政
が
古
河
公
方
足
利
成
氏
（
左
兵
衛
佐
）
か
ら
の
和
睦
申
し
入
れ

を
了
承
し
た
も
の
。
応
仁
・
文
明
の
乱
に
先
行
し
て
始
ま
り
、
そ
の
終
結
後

も
続
き
、
関
東
の
戦
国
時
代
の
始
ま
り
と
位
置
付
け
ら
れ
、
お
よ
そ
二
十
八

年
に
亘
っ
た
享
徳
の
乱
は
よ
う
や
く
終
結
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。

␯
ম
ৱ
મ
भ
এ
ॖ
থ
ॺ

ڮ
ৢ
भ
౪
৔
છ
भ
છ
ై
຀
भ
ୀ
ः
␰

史
料
２ｰ

２
と
２ｰ

３
は
同
日
付
の
足
利
義
政
の
御
内
書
で
あ
る
が

宛
先
が
異
な
る
わ
け
で
あ
る
。
２ｰ

１
で
触
れ
た
書
札
礼
は
ざ
っ
く

り
言
え
ば
差
出
人
と
受
取
人
の
身
分
上
の
関
係
性
に
基
づ
い
て
文
章

表
現
や
書
状
の
や
り
取
り
の
仕
方
が
変
わ
っ
て
来
る
。
こ
こ
で
は
両

文
書
間
で
の
敬
称
表
現
「
殿
」
の
字
の
違
い
を
見
て
み
た
い
。

い
ず
れ
も
か
な
り
崩
し
た
字
で
あ
る
が
、
２ｰ

３
の
方
は
平
仮
名

の
「
と
の
へ
」
に
見
え
る
位
崩
さ
れ
て
い
る(

薄
礼)

の
に
対
し
、
２ｰ

２
の
方
は
比
較
的
丁
寧
に
書
か
れ
て
い
る(

よ
り
厚
礼)

。
こ
れ
は
２ｰ

３
の
受
取
人
で
あ
る
上
杉
房
定(

上
杉
民
部
大
輔)

が
越
後
守
護
と
は

い
え
一
般
武
士
で
あ
る
の
に
対
し
、
２ｰ

２
の
足
利
成
氏(

左
兵
衛
佐)

は
足
利
一
門
で
あ
る
事
か
ら
こ
の
よ
う
な
差
が
見
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
な
お
言
え
ば
次
頁
で
参
考
資
料
と
し
て
挙
げ
た
伊
勢
貞
宗
書
状

の
宛
名
の
上
杉
民
部
大
輔
殿
の
「
殿
」
は
も
っ
と
し
っ
か
り
と
書
か

れ
た
「
殿
」
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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２-

３

前
将
軍
足
利
義
政
御
内
書

（
文
明
十
四<

１
４
８
２>

年
）
十
一
月
二
十
七
日

Ｉ
Ｄ
：
２
２
０
０
９
３
０
２
０
２

足
利
義
政
が
古
河
公
方
足
利
成
氏
か
ら
の
和
睦
申
し
入
れ
を
受
諾
し
、
越

後
守
護
の
上
杉
房
定
（
成
氏
が
直
接
敵
対
し
て
い
る
関
東
管
領
上
杉
顕
定
の

実
父
）
に
和
睦
交
渉
を
進
め
る
よ
う
指
示
し
た
も
の
。
左
兵
衛
督
（
義
政
の

庶
兄
で
堀
越
公
方
の
足
利
政
知
）
の
処
遇
が
一
番
の
ネ
ッ
ク
で
あ
っ
た
こ
と

が
見
て
取
れ
る
。

␯
૞
અ
ৱ
મ
␰

伊
勢
貞
宗
書
状
（
文
明

<

１
４
８
２>

年
）

月

日

14

11

27

就
都
鄙
御
和
睦
之
儀
、

豆
州
様

(

足
利
政
知)

御
事
、
従

古
河
様
被
進
御
料
所
、

(

足
利
成
氏)

無
御
不
足
之
様
、
可
被
刷
申
之
由
候
、

目
出
候
、
此
旨
慥
被
申
達
候
者
、
尤

可
然
存
候
、
恐
々
謹
言
、

十
一
月
廿
七
日

伊
勢
守
貞
宗
（
花
押
影
）

(

伊
勢)

謹
上

上
杉
民
部
大
輔
殿

(

房
定)

貞
宗
は
幕
府
政
所
執
事
で
義
政
の
側
近
。
本
資
料
は
義
政
御
内
書

の
内
容
を
補
足
す
る
た
め
に
同
日
付
で
出
さ
れ
た
も
の
。
い
わ
ゆ

る
副
状
（
そ
え
じ
ょ
う
）
に
あ
た
る
。
明
治
期
に
は
足
利
家
が
所

蔵
し
て
い
た
が
現
在
は
所
在
不
明
。
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
喜
連
川

文
書
影
写
本
や
、
国
会
図
書
館
所
蔵
の
『
喜
連
川
文
書
』、
国
立
公

文
書
館
所
蔵
の
「
諸
状
案
文
」
に
写
が
残
る
。
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
Ｈ

の
所
蔵
資
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
閲
覧
出
来
る
影
写

P

本
の
画
像
を
参
照
し
て
翻
刻
し
た
。
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２-

４

豊
臣
秀
吉
書
状
（
檀
紙
・
折
紙
）

年
欠(

天
正
十
九<

１
５
９
１>

年
ヵ)

六
月
三
日

Ｉ
Ｄ
：
２
２
０
０
９
３
０
２
０
４

豊
臣
秀
吉
が
古
河
氏
姫
か
ら
の
進
物
に
対
し
礼
を
述
べ
た
も
の
。
氏
姫
は

最
後
の
古
河
公
方
義
氏
の
娘
で
、
後
に
は
秀
吉
の
意
向
で
一
族
で
あ
る
小
弓

公
方
の
足
利
頼
淳
の
子
の
国
朝
、
そ
の
没
後
は
弟
の
頼
氏
と
結
婚
し
、
後
裔

は
喜
連
川
氏
と
い
う
独
特
な
存
在
と
し
て
江
戸
時
代
へ
続
い
て
い
く
。

␯
ম
ৱ
મ
भ
এ
ॖ
থ
ॺ

જ
૵
औ
ो
ञ
ീ
౛
␰

折
紙(

お
り
が
み)

と
い
う
文
書
形
式
で
あ
る
た
め
、
本
来
は
下
半
分

は
文
字
列
が
天
地
逆
に
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
切
断
し
た
上
で
文
字
列

の
向
き
を
揃
え
て
表
装
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
冒
頭
部
に
あ
る
「
尚
々
」

か
ら
始
ま
る
部
分
は
文
字
通
り
「
尚
々
書
」
と
言
い
、
現
在
で
言
う
「
追

伸
」
に
当
た
る
た
め
、
全
体
の
最
後
に
読
む
部
分
で
あ
る
。

␯
௖
ૺ
ৎ
৻
भ
ಜ
৴
ਆ
੽
␗
ज
भ
્
౮
ਙ
␗
␰

江
戸
時
代
に
お
け
る
喜
連
川
氏
の
領
地
は
下
野
国
塩
谷
郡
一
帯
の
五

千
石
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
大
名
で
は
無
か
っ
た
が
、
十
万
石
格
の
大
名

と
し
て
遇
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、「
御
役
御
免
」
の
特
権
が
あ
っ
た
ほ
か
、

国
住
ま
い
勝
手
で
参
勤
交
代
の
義
務
が
な
か
っ
た
。
領
民
は
領
主
を
殿

様
と
言
わ
ず
「
御
所
様
」、
領
主
夫
人
を
「
御
台
様
」
と
呼
ん
だ
。
ま
た

世
間
か
ら
は
「
天
下
ノ
客
位
」
や
「
無
位
ノ
天
臣
」、「
喜
連
川
公
方
」、

「
五
千
石
国
主
」
な
ど
の
自
称
や
多
称
が
あ
り
、
特
異
な
存
在
と
み
な

さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
要
因
は
、
や
は
り
喜
連
川
氏
が
足
利
氏
の
血
統
を
伝
え
る

名
族
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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２-
５

孝
蔵
主
覚
書
（
折
紙
）

年
欠(

天
正
年
間
ヵ)

六
月
五
日

Ｉ
Ｄ
：
２
２
０
０
９
３
０
２
０
５

豊
臣
秀
吉
ら
が
古
河
氏
姫
と
そ
の
周
辺
の
人
物
に
贈
っ
た
品
々
に
つ
い

て
、
秀
吉
の
妻
で
あ
る
お
ね
の
侍
女
で
秀
吉
の
奥
向
き
を
取
り
仕
切
っ
た
孝

蔵
主
が
書
き
立
て
た
目
録
。
孝
蔵
主
は
２ｰ

４
史
料
中
に
「
な
お
か
う
そ
う

．
．
．
．

す
申
す
へ
く
候
」
と
見
え
て
お
り
、
古
河
公
方
家
へ
の
取
次
役
を
つ
と
め
て

．い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

␯
ম
ৱ
મ
भ
এ
ॖ
থ
ॺ

๔
੟
भ
৔
ઍ
␰

史
料
２ｰ

４
と
同
様
、
見
や
す
さ
を
考
慮
し
た
も
の
か
、
切
断
の
上
、

文
字
の
向
き
が
揃
う
形
で
表
装
さ
れ
て
い
る
。
氏
姫
を
は
じ
め
と
す
る

女
性
陣
へ
の
贈
物
と
し
て
種
々
の
衣
装
・
布
帛
・
道
具
類
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
の
が
興
味
深
い
が
、
お
そ
ら
く
い
ず
れ
も
贅
を
凝
ら
し
た
逸
品

で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

※
贈
物
の
概
要
に
つ
い
て
は

頁
に
載
せ
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

34
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【
第
三
部

中
世
文
書
の
料
紙
】

公
文
書
館
敷
地
内
に
植
栽
さ
れ
た
三
椏
の
花
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は
じ
め
に

本
展
示
で
は
収
蔵
資
料
の
料
紙
に
つ
い
て
は
未
調
査
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

中
世
の
紙
に
関
す
る
基
本
的
な
情
報
を
整
理
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

紙
と
は

紙
と
は
植
物
の
繊
維
を
ば
ら
ば
ら
に
し
、
水
に
分
散
さ
せ
た
も
の
を
、
簀

や
網
な
ど
で
漉
き
、
乾
燥
さ
せ
た
シ
ー
ト
状
の
も
の
を
指
す
。

紙
の
発
明

紙
は
中
国
の
蔡
倫
が
元
興
元
年
（
一
〇
五
年
）
に
発
明
し
た
の
が
定
説
で

あ
っ
た
が
、
近
年
の
考
古
学
調
査
で
は
前
漢
時
代
の
紙
が
出
土
し
て
お
り
、

蔡
倫
よ
り
も
二
〇
〇
年
ほ
ど
さ
か
の
ぼ
っ
た
こ
ろ
に
は
既
に
紙
が
作
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
へ
の
伝
来

『
日
本
書
紀
』
推
古
天
皇
十
八
年
（
六
一
〇
）
の
条
に
「
高
麗
王
、
僧
曇

徴
が
絵
の
具
・
墨
・
紙
・
碾
磑
を
作
っ
た
、
碾
磑
を
作
る
の
は
こ
の
時
に
は

じ
ま
る
か
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
通
説
と
し
て
製
紙
技
術

を
伝
え
た
の
は
曇
徴
と
さ
れ
て
い
る
が
、
「
碾
磑
を
作
る
の
は
こ
の
時
に
は

じ
ま
る
か
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
碾
磑
以
外
の
３
点
は
日
本
で
以
前
か
ら
作

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

今
日
で
は
、
製
紙
技
術
は
渡
来
人
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

※
碾
磑
（
て
ん
が
い
）
は
水
力
で
動
か
す
脱
穀
製
粉
用
の
石
臼
の
こ
と
。

紙
の
原
料

中
世
よ
り
前
の
時
代
、
特
に
奈
良
時
代
で
は
麻
が
主
要
な
紙
の
原
料
の
ひ

と
つ
で
あ
っ
た
。
麻
は
繊
維
が
長
く
紙
の
原
料
と
す
る
に
は
切
断
す
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
漉
い
た
だ
け
で
は
表
面
が
荒
い
た
め
表
面
を
平
ら
に
加
工

す
る
必
要
が
あ
る
な
ど
完
成
ま
で
に
多
く
の
手
間
が
か
か
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
手
間
の
多
さ
か
ら
、
平
安
時
代
ご
ろ
か
ら
は
楮
に
代
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ

る
。

楮
（
こ
う
ぞ
）

ク
ワ
科
の
植
物
。
栽
培
が
簡
易
で
あ
り
、
毎
年
収
穫
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、

今
日
ま
で
和
紙
の
原
料
と
し
て
最
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
楮
の
繊
維
は
細
く

長
い
も
の
と
幅
の
広
い
も
の
の
二
種
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
種
多

様
な
紙
が
作
ら
れ
る
。

ま
た
、
ヒ
メ
コ
ウ
ゾ
系
、
カ
ジ
ノ
キ
系
、
中
間
系
の
３
種
類
に
分
類
す
る

こ
と
が
で
き
、
楮
の
種
類
に
よ
り
作
ら
れ
る
紙
の
種
類
が
異
な
る
。
筆
記
用

に
は
繊
維
の
細
い
ヒ
メ
コ
ウ
ゾ
系
が
向
い
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
障
子
紙
や
傘
、

提
灯
な
ど
に
は
カ
ジ
ノ
キ
系
が
向
い
て
い
る
。
中
間
系
は
色
々
な
種
類
の
紙

を
作
り
や
す
い
特
徴
が
あ
る
。
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三
椏
（
み
つ
ま
た
）

ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
科
の
植
物
。
繊
維
の
太
さ
は
楮
と
雁
皮
の
中
間
で
あ
り
、

平
滑
な
紙
を
漉
く
こ
と
が
で
き
る
。
栽
培
が
簡
易
で
あ
り
、
白
皮
か
ら
紙
の

も
と
と
な
る
部
分
を
多
く
採
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

通
説
で
は
室
町
時
代
後
期
に
製
紙
用
と
し
て
使
わ
れ
は
じ
め
た
と
さ
れ
て

い
る
。

雁
皮
（
が
ん
ぴ
）

ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
科
の
植
物
。
繊
維
の
太
さ
は
楮
や
三
椏
よ
り
も
細
く
短
い

た
め
、
雁
皮
で
作
ら
れ
た
紙
は
平
滑
で
光
沢
が
あ
り
パ
リ
パ
リ
と
し
て
い
る
。

生
育
は
暖
地
に
限
ら
れ
て
お
り
、
生
育
に
は
時
間
が
か
か
る
た
め
栽
培
に
向

か
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
山
地
に
自
生
し
て
い
る
も
の
を
採
取
す
る
。

奈
良
時
代
ご
ろ
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

そ
の
他

オ
ニ
シ
バ
リ
、
チ
ョ
マ
（
苧
麻
、
カ
ラ
ム
シ
と
も
い
わ
れ
る
）
、
タ
ケ
な

ど
も
紙
の
原
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
原
料
の
入

手
や
加
工
に
手
間
が
か
か
る
た
め
普
及
は
し
な
か
っ
た
。

中
世
の
紙

古
代
ま
で
各
地
で
作
ら
れ
た
紙
は
中
央
へ
と
納
め
る
制
度
で
あ
っ
た
が
、

中
世
に
な
る
と
各
地
方
の
領
主
に
公
事
物
と
し
て
紙
を
納
め
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
、
紙
の
消
費
層
の
中
心
が
公
家
や
僧
侶
だ
っ
た
の
に
加
え
、
中
世

に
な
る
と
武
家
も
加
わ
っ
た
。
新
た
な
消
費
層
が
加
わ
り
、
紙
の
需
要
が
増

え
た
こ
と
も
影
響
し
、
地
方
で
漉
か
れ
た
良
質
な
紙
が
多
く
流
通
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

杉
原
紙
（
原
料
：
楮
）

中
世
で
文
書
料
紙
と
し
て
最
も
広
く
流
通
し
た
楮
紙
で
あ
る
。
現
在
の
兵

庫
県
多
可
郡
加
美
町
杉
原
谷
が
発
祥
の
地
と
さ
れ
、
広
く
流
通
す
る
に
従
い

他
の
産
地
で
模
倣
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
鎌
倉
、
南
北
朝
、
室
町
時
代
を

通
じ
て
全
国
に
普
及
し
た
と
さ
れ
る
。

杉
原
紙
の
特
徴
と
し
て
、
紙
を
白
く
柔
ら
か
な
仕
上
が
り
に
す
る
た
め
に

米
粉
を
混
ぜ
て
漉
い
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
米
粉
を
混
ぜ

た
紙
は
虫
害
に
弱
く
明
治
初
期
に
は
衰
退
し
て
い
っ
た
。
展
示
の
紙
は
現
代

に
作
製
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
米
粉
は
入
っ
て
い
な
い
。

こ
の
他
に
も
楮
を
原
料
と
し
た
檀
紙
、
引
合
紙
、
美
濃
紙
と
呼
ば
れ
る
紙

が
流
通
し
た
。

三
椏
紙
（
原
料
：
三
椏
）

定
説
で
は
三
椏
は
室
町
時
代
後
期
か
ら
紙
の
原
料
と
し
て
使
わ
れ
始
め
た

と
さ
れ
る
。
当
時
は
製
造
段
階
で
の
加
工
方
法
が
未
発
達
だ
っ
た
た
め
、
紙

の
色
が
赤
茶
色
で
あ
り
、
広
く
普
及
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
白
皮
か
ら
紙
の
も
と
と
な
る
部
分
を
多
く
採
取
す
る
こ
と
が
で
き
、
栽

25



培
も
簡
易
だ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
和
紙
の
三
大
植
物
と
し
て
残
っ
た
と
推

測
す
る
。

展
示
し
て
い
る
紙
は
現
代
に
作
製
さ
れ
た
も
の
。

鳥
の
子
紙
（
原
料
：
雁
皮
）

南
北
朝
時
代
に
は
密
書
、
戦
国
時
代
に
は
軍
事
や
外
交
関
係
の
紙
の
ほ
か
、

写
経
や
和
歌
料
紙
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
当
時
の
紙
の
贈
答
の
記
録
で
は
、

他
の
紙
が
束
単
位
で
記
載
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
鳥
の
子
紙
は
枚
単
位

で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
貴
重
か
つ
高
価
な
紙
で
あ
っ
た
こ
と

が
伺
え
る
。
「
鳥
の
子
」
と
い
う
名
称
は
紙
色
が
淡
い
黄
色
を
帯
び
、
鳥
の

卵
を
連
想
さ
せ
る
こ
と
が
由
来
で
あ
る
。

展
示
し
て
い
る
紙
は
現
代
に
作
製
さ
れ
た
も
の
。

オ
ニ
シ
バ
リ
紙

別
名
「
ナ
ツ
ボ
ウ
ズ
」
と
も
呼
ば
れ
る
植
物
か
ら
作
ら
れ
た
紙
。
伊
豆
地

方
で
は
「
鳥
子
草
」
と
も
呼
ば
れ
、
完
成
し
た
紙
は
雁
皮
と
類
似
し
て
い
る
。

中
世
の
紙
原
料
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
雁
皮
と
類
似
し
た
紙
が
完
成
す
る
点
、

半
日
陰
の
湿
地
と
い
う
限
ら
れ
た
環
境
で
し
か
生
育
し
な
い
う
え
に
、
成
長

が
遅
く
採
取
量
が
少
な
い
点
か
ら
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
原
料
に
さ
れ
て
な

い
。展

示
し
て
い
る
紙
は
現
代
に
作
製
さ
れ
た
も
の
。
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関
係
系
図
編

系
図
３　

将
軍
家
と
関
東
公
方
家　（

数
字
は
将
軍
、
丸
数
字
は
公
方
の
就
任
順
）

１

２

３

４

５

尊
氏

義
詮

義
満

義
持

義
量

６

７

義
教

義
勝

８

９

義
政

義
尚

10

義
視

義
稙

堀
越
公
方

政
知

茶
々
丸

11義
澄

12

13

義
晴

義
輝

15義
昭

14

義
維

義
栄

①

②

③

④

⑤

関
東
公
方

基
氏

氏
満

満
兼

持
氏

成
氏

系
図
２　

扇
谷
上
杉
氏

持
朝

顕
房

政
真

三
浦
時
高
養
子

高
救

定
正

朝
良

朝
興

建
長
寺
一
六
五
世

叔
彭
梵
寿

朝
定

朝
昌

東
永

朝
良

朝
寧

朝
興

系
図
１　

足
利
氏
と
上
杉
氏

上
杉
重
房

頼
重

憲
房

憲
顕

女
 

足
利
頼
氏

清
子

尊
氏

義
詮

直
義

基
氏

家
時

貞
氏

高
義
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系
図
５　

古
河
公
方
家
と
喜
連
川
・
足
利
家

漢
数
字
は
公
方
、
数
字
は
喜
連
川
家
・
足
利
家
当
主
の
就
任
順

一

二

三

四

五

成
氏

政
氏

高
基

晴
氏

義
氏

氏
姫

小
弓
公
方

１

義
親

義
明

頼
淳

国
朝

２頼
氏

３

４

５

６

７

８

９

尊
信

昭
氏

氏
春

茂
氏

氏
連

恵
氏

彭
氏

10

11

12

13

14 

15

煕
氏

宜
氏

縄
氏

聡
氏

於
菟
丸

惇
氏

於
菟
丸

系
図
４　

関
東
管
領
就
任
者
を
中
心
と
し
た
上
杉
氏

＊
は
関
東
管
領
就
任
者

宅
間

*

頼
重

憲
房

重
能

能
憲

山
内

宅
間
家
へ

*
*

憲
顕

能
憲

憲
孝

*
*

*
*

憲
春

憲
定

憲
基

憲
実

越
後
家
へ

*

憲
方

房
方

*

憲
忠

*
*

*
房
顕

顕
定

憲
房

*

顕
実

 
 

* 

謙
信

*

憲
政

政
虎

*

憲
寛

定
昌

山
内
家
へ

顕
定

房
定

房
能

定
実

越
後憲

栄

房
方

朝
方

房
朝

　

犬
懸

山
内
家
へ

越
後
家
へ

*

憲
藤

朝
房

憲
実

房
定

 

　

* 

禅
秀

上
条
家

*

朝
宗

氏
憲

清
方

房
実

越
後
家
へ

定
実
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釈
文
編

ტ

୻

一
、
本
展
示
で
出
陳
し
た
ほ
と
ん
ど
の
文
書
の
釈
文
を
収
め
た
が
、
冊
子
な

ど
大
部
の
史
料
の
場
合
、
こ
れ
を
省
略
し
た
り
写
真
掲
出
部
の
み
に
限

っ
た
も
の
が
あ
る
。

一
、
本
文
の
表
記
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
、
合
字
は
か
な
表
記
に

改
め
（
ゟ
→
よ
り
）、
改
行
は
資
料
に
倣
っ
て
い
る
。

一
、
適
宜
読
点
（
、）
や
並
列
点
（
・
）
を
補
っ
た
。

␯
ڭ

ڭ

౽
ణ
ၨ
ৣ
ੴ
૾
␰

（
前
欠
）

可
令
停
止
此
等
之
非
法
、
若
猶
未
拘
進
止
之
者
、

早
注
交
名
、
可
令
言
上
、
殊
可
有
其
沙
汰
故
也
、

仍
下
知
如
件
、

承
久
三
年
十
月
八
日

武
蔵
守
平
（
花
押
）

(

北
条
泰
時)

相
模
守
平
（
花
押
）

(

北
条
時
房)

␯
ڭ

ڮ

౪
ਛ
૷
ૄ
৯
␟
ਸ਼
ழ
૖
␠␰

一
、
雖
帯
御
下
文
、
不
令
知
行
経
年
序
所

領
事
、

右
、
当
知
行
之
段
、
過
二
十
箇
年
者
、

任
右
大
将
家
之
例
、
不
論
理
非
不
能

(

源
頼
朝)

改
替
、
而
申
知
行
之
由
、
掠
給
御
下
文

之
輩
、
雖
帯
彼
状
、
不
及
叙
用
、

「
天
正
第
二
暦
黄
鐘
中
旬

（
奥
書
）

東
麓
桑
門(

花
押)

書
之
」

(

尊
朝
法
親
王)

␯
ڭ

گ

ଌ
ਹ
ઉ
ଝ
౪
ઇ
છ
␰

鎌
倉
保
寧
寺
事
、
可
為

祈
願
所
也
、
可
被
被
存

其
旨
之
状
如
件
、

暦
応
三
年
三
月
廿
七
日

左
兵
衛
督(

花
押)

(

足
利
直
義)

当
寺
長
老

␯
ڭ

ڰ

ঢ়
ূ
ଵ
୩
঱
പ
೦
ႀ
ိ
છ
␰

円
覚
寺
正
続
院
雑
掌
帰
法
申
相
模

国
毛
利
庄
厚
木
郷
半
分
事
、
可
沙
汰

付
之
旨
、
先
度
被
仰
古
庄
右
馬
允
入
道
・
座
間

太
郎
左
衛
門
尉
之
処
、
三
浦
介
代
官
依
支
申

不
打
渡
之
由
、
各
所
注
進
也
、
所
詮
縦
雖
支
申
、
任

去
五
月
十
三
日
御
寄
附
状
并
同
日
御
施
行
状

厳
密
沙
汰
付
于
帰
法
、
可
被
執
達
請
取
状
者
、

依
仰
執
達
如
件
、

観
応
二
年
七
月
廿
二
日

散
位(

花
押)

(

上
杉
憲
顕)

佐
竹
和
泉
前
司
殿

(

依
上
義
長)

␯
ڭ

ڱ

ঢ়
ূ
ਁ
্
ଌ
ਹ
੦
੽
൬
ଓ
૾
␰

知
行
地
事
、
如
元
所
令

還
補
也
者
、
早
守
先
例
可

被
沙
汰
之
状
如
件
、
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貞
治
五
年
四
月
廿
二
日

(

花
押)

(

足
利
基
氏)

高
山
越
中
入
道
殿

␯
ڭ

ڲ

ཨ
ಠ
প
൨
౛
␟
୼
ম
␠␰

（
前
略
）

ら
し
け
る
、
此
頃
御
所
旁
官
領
方
と
て
二
に
わ
か
れ
不
快
に
て

（
管
）

あ
り
し
、
御
所
方
の
人
々
馳
集
り
、
上
杉
・
長
尾
等
の
隠
諜
已
に
発

覚
せ
り
、
し
ば
ら
く
も
油
断
に
及
は
味
方
の
一
大
事
な
る
へ
し
、
急

速
憲
忠
を
退
治
し
て
関
東
を
し
つ
む
へ
し
と
、
成
氏
を
す
ゝ
め
申

(

上
杉)

(

足
利)

け
れ
ハ
、
公
方
も
も
と
よ
り
庶
幾
す
る
所
な
れ
ハ
、
尤
と
喜
ひ
給

ひ
、
結
城
中
務
大
輔
成
朝
・
武
田
右
馬
助
信
長
・
里
見
民
部
少
輔

義
実
・
印
東
式
部
少
輔
等
三
百
騎
相
催
し
、
享
徳
二
年
十
二
月

廿
七
日
の
夜
、
鎌
倉
西
御
門
館
へ
押
寄
て
時
を
つ
く
る
、
憲
忠
も
俄

の
事
故
、
用
意
の
兵
も
な
か
り
け
れ
ハ
、
無
左
右
乱
入
け
る
程
に
、
憲

忠
主
従
廿
二
人
切
先
を
そ
ろ
へ
て
切
て
出
、
防
戦
ひ
け
れ
と
も
、
か
な

ハ
す
し
て
一
人
も
不
残
討
死
す
、
憲
忠
の
首
を
ハ
結
城
氏
朝

家
人
金
子
祥
永
・
同
弟
祥
賀
討
取
て
、
御
所
へ
参
、
実
検
に
備
へ

け
る
、
憲
忠
管
領
な
れ
ハ
庭
上
に
置
へ
か
ら
す
と
て
、
た
ゝ
み
を
し

き
、
其
上
に
祥
永
兄
弟
を
す
へ
ら
れ
、
御
実
検
の
後
、
金
子
に
多

賀
谷
と
い
ふ
名
字
を
下
さ
れ
、
常
陸
の
国
に
て
所
領
数
多
給
り
、

此
子
孫
結
城
代
々
の
家
老
と
な
る
、
公
方
へ
出
時
の
時
ハ
陪
臣

な
れ
と
も
庭
上
に
た
ゝ
み
を
し
き
、
公
方
へ
拝
顔
申
け
る
ハ
此
時

の
例
也
、
同
〔
二
十
〕
八
日
御
所
勢
山
内
を
追
捕
、
去
程
に
上
杉
修
理

(

持
朝)

（
後
略
）

␯
ڭ

ڳ

ਧ
੹
૴
ഷ
ဿ
␰

ٳ

第
廿
八
代
覚
日
法
印
徳
行
并
附
法
弟
子

徳
行
事
、
如
上
記
、辛

鬼
ー

印
融

文
明
十
三
年

正
月
十
一
日
、

於
武
州
久
良
毛

丑

日
ー

郷
平
子
石
川
宝
生
寺
受
之
、

(

マ
マ)

ٳ

第
廿
九
代
印
融
法
印
徳
行
并
附
法
弟
子

予
雖
レ
為
二
短
才
之
身
愚
朦
之
心
、
秘
教
ノ

求
学
不
レ
懈
ラ

、

ヽ

(

蒙)

弘
通
ノ

志
願
無
レ
二
、
殊
ニ

当
流
事
、
初
ニ
ハ

大
乗
院
円
印

フ
タ
コ
ヽ
ロ

元
ー
方

僧
都
ニ

受
レ
之
ヲ

、
後
ニ
ハ

宝
生
寺
覚
日
法
印
ニ

伝
レ
之
ヲ

、
是
併

為
二
値
愚
之
結
縁
一
、
為
法
命
之
相
続
也
、

(

遇)

ス

ヘ

ヲ

ヲ

就
中
一
流
之
書
籍
不

交

他
筆

、
以
両
年
之
功
労

レ

二

一

一

ヲ

ヲ

書
写
了
、
是
又
為
報
仏
恩

、
為
酬
師
徳

也
、

一

一

「
相
州
金
子

(

裏
見
返
し)

西
明
寺
」
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␯
ڭ

ڴ

ె
৥
ໟ
ূ
ె
છ
૾
␰

御
方
中
足
軽
、
此
方

成
敗
子
安
へ

打
越
、
及

狼
藉
、
在
郷
者
ニ

無
謂

事
申
懸
候
ハ
ヽ

、
急
度

可
致
注
進
者
、
堅
可
加

制
詞
者
、
此
趣
加
藤

弾
正
忠
方
へ
も

文
遣
候
、
謹
言
、

永
明
軒

(

建
長
寺)

卯
月
十
二
日

東
永(

花
押)

飯
田
太
郎
左
衛
門
尉
殿

␯
ڭ

ڵ

৵
ি
ਉ
ପ
ਚ
୩
૽
໩
␟
୼
ম
␠␰

※
省
略

␯
ｰڭ

ਨ
૖
੽
ઉ
છ
૾
␰

10

其
地
普
請
、
寒
天
之
時
分
、
苦
労
之

至
候
、
随
而
江
川
一
樽
・
一
種
進
候
、

恐
々
謹
言
、

十
一
月
十
四
日

氏
直
（
花
押
）

(

北
条)

（
宛
所
抹
消
）

␯
ｰڭ

࿜
࿖
છ
ৣ
૾
␰

11

印
可
・
伝
法
灌
頂
并

得
度
等

僧
膳
事
、
依
有
法
中
無
用
之

費
、
於
近
代
本
寺
悉
三
菜
仁

被
相
定
訖
、
任
本
寺
之
法
度
、
当

寺
向
後
可
被
守
其
法
式
者
也
、

仍
状
如
件
、

天
正
十
一
年

三
月
廿
三
日

亮
淳(

花
押)

相
州
小
田
原

西
光
院

寺
家
中

␯
ｰڭ

௹
෦
ೢ
୺
ྣ
ഀ
૾
␰

12

御
陣
為
見
廻
息

斉
藤
忠
蔵
差
越
、
弓
弦

弐
百
丁
、
天
鼠
革

廿
、
同
別
ニ
百
、
天
鼠

二
桶
到
来
、
入
念
之

仕
立
、
感
悦
思
食
候
、

猶
山
中
橘
内
可
申
候
也
、

(

長
俊)

五
月
廿
八
日
（
秀
吉
朱
印
）

正
印

(

斎
藤)

␯
ｰڮ
ڭ

಍
ਆ
৤
੪
છ
૾
␰

黒
鞘
、

御
剣
一
腰

御
馬
二

目
貫
桐
、

雲
雀
、
印
雀
目
結
、

疋

慥
到
来
候
畢
、

白
鹿
毛
、
印
雀
目
結
、

則
披
露
仕
候
、
仍
御
剣
一
腰
吉
平
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被
進
之
候
、
目
出
候
、
以
此
旨
可
然

様
可
令
披
露
給
候
、
恐
惶
謹
言
、

十
二
月
廿
一
日

右
京
大
夫
勝
元(

花
押)

(

細
川)

進
上

上
杉
右
京
亮
殿

(

憲
忠)

␯
ｰڮ

ڮ

৐
ల
ଔ
ଌ
ਹ
ଝ
৆
౪
৔
છ
␰

和
睦
事
、
連
々
懇
望
之
旨
、
上
杉

民
部
大
輔
房
定
致
注
進
之
間
、
不
可

有
子
細
候
、
次
政
知
事
、
無
不
足
之

(

足
利)

様
、
申
合
候
之
由
、
同
房
定
申
候
、

可
然
候
、
仍
状
如
件
、

十
一
月
廿
七
日

（
花
押
）

(

足
利
義
政)

左
兵
衛
佐
殿

(

足
利
成
氏)

␯
ｰڮ

گ

৐
ల
ଔ
ଌ
ਹ
ଝ
৆
౪
৔
છ
␰

就
成
氏
和
睦
之
儀
、
注
進

(

足
利)

到
来
候
、
左
兵
衛
督
身
上

(

足
利
政
知)

於
無
不
足
者
、
可
令
同
心
候
、

可
然
様
可
有
入
魂
候
也
、

十
一
月
廿
七
日

（
花
押
）

(

足
利
義
政)

上
杉
民
部
大
輔
と
の
へ

(

房
定)

␯
ｰڮ

ڰ

௹
෦
ೢ
୺
છ
૾(

ኟ
౛
؞
ീ
౛)

␰

尚
々
、
も
く
ろ
く
の

こ
と
く
給
候
、

し
う
ち
ゃ
く
に
候
、

は
る
〳
〵
に
て
候
に
、

よ
く
そ
い
ん
し
ん
と

し
て
色
〳
〵
給
候
、

か
す
〳
〵
よ
ろ
こ
ひ

入
候
、
な
を
か
う
そ
う
す

申
へ
く
候
、
か
し
く
、

六
月
三
日

(

朱
印)

(

豊
臣
秀
吉)

ー
ー
ー
ー
ー
ー
（
切
断
）
ー
ー
ー
ー
ー
ー

「（
切
封
墨
引)｣

）

「
こ
か

ひ
め
君

ひ
て
」

(

豊
臣
秀
吉)

尚
々
、
目
録
の

如
く
給
い
候
、

祝
着
に
候
、

遙
々
に
て
候
に
、

良
く
そ
音
信
と

し
て
色
々
給
い
候
、

数
々
喜
ひ

入
り
候
、
尚
孝
蔵
主

申
す
へ
く
候
、
か
し
く
、

六
月
三
日

(

朱
印)

(

豊
臣
秀
吉)

古
河

姫
君

秀

(

豊
臣
秀
吉)
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␯
ｰڮ
ڱ

ේ
୉
਌
ಁ
છ(

ീ
౛)

␰

覚

大
か
う
御
所
様
よ
り

一

御
し
ゅ
印

一

御
ふ
く
一
か
さ
ね

御
す
り
は
く
と

て
か
た
と

以
上

北
政
所
様
よ
り

一

御
す
す
し
三
た
ん

此
う
ち
あ
か
き
二
た
ん

し
ろ
き
一
た
ん

一

御
ふ
ミ
あ
り

以
上

覚

太
閤
御
所
様
よ
り

(

豊
臣
秀
吉)

一
、
御
朱
印

一
、
御
服
一
襲

御
摺
箔
と

手
形
と

以
上

北
政
所
様
よ
り

(

秀
吉
妻
お
ね)

一
、
御
生
絹

三
反

此
内
赤
き
二
反

白
き
一
反

一
、
御
文
あ
り

以
上

う
す
ち

一

御
あ
ふ
き
十
ほ
ん

此
う
ち
き
ん
五
ほ
ん

て
い
へ
五
ほ
ん

一

水
引
つ
つ
ミ
お
な
し
く

ミ
つ
ひ
き
廿
む
す
ひ

以
上

か
う
さ
う
す

ー
ー
ー
ー
ー
ー
（
切
断
）
ー
ー
ー
ー
ー
ー

一

御
に
し
殿
へ
し
ろ
す
す
し

一
た
ん

か
う
さ
う
す

一

御
つ
ほ
ね
し
ろ
す
す
し

一
た
ん

か
う
さ
う
す
よ
り

一

や
う
せ
ん
院
と
の
へ

御
い
ん
き
ょう

す
む
ら
さ
き
の
小
袖

ひ
わ
う
ら

一

う
治
さ
ら
し
の
か
た
ひ
ら
一
つ

以
上

六
月
五
日

こ
か
御
所
さ
ま
に
て

御
に
し
殿

御
つ
ほ
ね
ま
い
る

か
う
さ
う
す

一
、
薄
地
御
扇
十
本

此
内
金
五
本

泥
絵
五
本

一
、
水
引
包
み
同
じ
く

水
引
二
重
結
び

以
上
、
孝
蔵
主

一
、
御
西
殿
へ
白
生
絹

一
反

孝
蔵
主

一
、
御
局

白
生
絹

一
反

孝
蔵
主
よ
り

一
、
御
隠
居
永
仙
院
殿
へ

薄
紫
の
小
袖

鶸
裏

一
、
宇
治
晒
の
帷
子
一
つ

以
上

六
月
五
日

古
河
御
所
様
に
て

御
西
殿

御
局
参孝

蔵
主
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・
摺
箔･･･

金
銀
の
箔
を
糊
な
ど
で
生
地
に
接
着
さ
せ
文
様
を
表
現
す
る
技
法
。ま

た
そ
う
し
た
布
で
仕
立
て
た
装
束
の
こ
と
。

・
生
絹･･･
生
糸
の
織
物
で
練
っ
て
い
な
い
反
物
の
こ
と
。

・
泥
絵･･･

金
泥
・
銀
泥
で
書
い
た
絵
。
古
く
は
木
工
品
の
装
飾
や
仏
画
等
に
用
い

た
が
後
に
は
書
を
書
く
料
紙
の
下
絵
等
に
も
用
い
ら
れ
た
。

・
水
引･･･

進
物
用
の
包
紙
等
を
結
ぶ
の
に
用
い
る
紙
糸
。
多
く
は
数
条
を
合
わ
せ

て
染
め
分
け
に
し
、
慶
事
や
進
物
に
は
紅
白
・
金
銀
・
金
赤
な
ど
を
、
凶

事
に
は
白
・
藍
白
・
黒
白
な
ど
を
用
い
た
。

・
御
西
殿･･･

古
河
氏
姫
の
女
房
衆
の
上
臈
。

・
永
仙
院･･･

永
仙
院
昌
伊
。古
河
御
所
家
連
判
衆
の
一
人
。

・
小
袖･･･

袴
を
着
け
ず
に
着
流
し
に
す
る
女
性
の
表
衣
で
い
わ
ゆ
る「
き
も
の
」の

原
型
と
な
っ
た
も
の
。

・
鶸
裏･･･

鶸
色
の
裏
地
。鶸
色
は
鳥
の
鶸
の
羽
の
よ
う
な
黄
緑
色
の
こ
と
。

・
帷
子･･･

夏
に
着
る
生
絹
や
麻
布
で
仕
立
て
た
単
衣
。
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Ⅱ
ー
」（『
郷
土
神
奈
川
』

神
奈
川
県
立
文
化
資
料
館

１
９
８
８

22

年
）

：
３
２
０
２
２
０
３
８
５
６

ID

・
小
島
道
裕
『
読
め
な
く
て
も
大
丈
夫
！
中
世
の
古
文
書
入
門
』

河
出
書

房
新
社

２
０
１
６
年

：
３
２
０
１
３
０
５
５
２
７

ID

・『
企
画
展
示

日
本
の
中
世
文
書
ー
機
能
と
形
と
国
際
比
較
ー
』

国
立

歴
史
民
俗
博
物
館

２
０
１
８
年

଻
ر
भ
ધ
છ
؞
ધ
છ
ණ
प
ঢ়
घ
ॊ
ु
भ

・「
貴
重
資
料
紹
介

六
波
羅
下
知
状
」（『
神
奈
川
文
化
』

神
奈
川
県

308

立
図
書
館
・
文
化
資
料
館
・
音
楽
堂

１
９
８
５
年
）

：
３
２
０
０

ID

６
０
１
６
８
５

・
久
保
田
和
彦
「
北
条
時
房
と
承
久
の
乱
」（『
承
久
の
乱
研
究
の
最
前
線
』

朝
日
新
聞
出
版

２
０
２
５
年
）

・「
貴
重
資
料
紹
介

御
成
敗
式
目
」（『
神
奈
川
文
化
』

神
奈
川
県
立

301

図
書
館
・
文
化
資
料
館
・
音
楽
堂

１
９
８
４
年
）

：
３
２
０
０
６

ID

０
１
６
８
６

・『
御
成
敗
式
目
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』

吉
川
弘
文
館

２
０
２
４
年

・「
所
蔵
資
料
紹
介

足
利
直
義
御
教
書
」（『
神
奈
川
文
化
』

神
奈
川

326

県
立
図
書
館
・
文
化
資
料
館
・
音
楽
堂

１
９
８
８
年
）

：
３
２
０

ID

０
６
０
１
６
８
６

・
田
島
光
男
「
鎌
倉
の
廃
寺
に
関
す
る
一
史
料

保
寧
寺
」（『
郷
土
神
奈
川
』

神
奈
川
県
立
文
化
資
料
館

１
９
８
１
年
）

：
３
２
０
２
２
９
３

11

ID

８
５
３

・「
貴
重
資
料
紹
介

関
東
公
方<

足
利
基
氏>

還
補
状
」（『
神
奈
川
文
化
』

神
奈
川
県
立
図
書
館
・
文
化
資
料
館
・
音
楽
堂

１
９
８
５
年
）

304
：
３
２
０
０
６
０
１
６
８
４

ID
・「
貴
重
資
料
紹
介

関
東
管
領<

上
杉
憲
顕>

奉
書
」（『
神
奈
川
文
化
』
291

神
奈
川
県
立
図
書
館
・
文
化
資
料
館
・
音
楽
堂

１
９
８
２
年
）

：
ID

３
２
０
０
６
０
１
６
８
４

・
久
保
田
順
一
『
上
杉
憲
顕
』

戎
光
祥
出
版

２
０
１
２
年

：
３
２

ID

０
０
９
０
７
９
４
４

・
亀
田
俊
和
「
鎌
倉
府
施
行
状
の
形
成
と
展
開
」（『
室
町
幕
府
管
領
施
行
シ

ス
テ
ム
の
研
究
』

思
文
閣
出
版

２
０
１
３
年
）

・
田
島
光
男
「
西
院
流
伝
法
灌
頂
相
承
血
脈
鈔
に
つ
い
て
」（『
三
浦
古
文
化
』

１
９
８
６
年
）

：
３
２
０
２
２
０
３
８
５
３

40

ID

・
湯
山
学
『
湘
南
物
語
』
Ⅳ
（
上
）

私
家
本

１
９
９
３
年

：
３
１

ID

９
９
５
０
４
０
７
２

の
ち
『
伊
勢
宗
瑞
と
戦
国
関
東
の
幕
開
け
』
と
改

題
し
戎
光
祥
出
版
よ
り
２
０
１
６
年
に
刊
行

：
３
２
０
１
３
０
４
４

ID

７
８

・「
貴
重
資
料
紹
介

小
田
原
衆
所
領
役
帳(

写)

」（『
神
奈
川
文
化
』
309

神
奈
川
県
立
図
書
館
・
文
化
資
料
館
・
音
楽
堂

１
９
８
５
年
）

・「
所
蔵
資
料
紹
介

北
条
氏
直
書
状
」（『
神
奈
川
文
化
』

神
奈
川
県

343

立
図
書
館
・
文
化
資
料
館
・
音
楽
堂

１
９
９
１
年
）

：
３
２
０
０

ID

６
０
１
６
８
７

・
伊
藤
拓
也
『
お
酒
を
つ
く
る
戦
国
の
代
官
︱
小
田
原
北
条
氏
家
臣
・
江
川

氏
ー
』

時
空
書
房

２
０
２
３
年

：
３
２
０
２
５
０
１
９
３
０

ID
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・
新
井
浩
文
「
古
河
公
方
足
利
氏
と
幸
手
一
色
氏
」（『
関
東
の
戦
国
期
領
主

と
流
通
ー
岩
付
・
幸
手
・
関
宿
』

岩
田
書
院

２
０
１
１
年
）

・「
貴
重
資
料
紹
介

豊
臣
秀
吉
朱
印
状
」（『
神
奈
川
文
化
』

神
奈
川

292

県
立
図
書
館
・
文
化
資
料
館
・
音
楽
堂

１
９
８
３
年
）

：
３
２
０

ID

０
６
０
１
６
８
４

・『
関
東
公
方
・
足
利
氏
の
遺
産

喜
連
川
文
書
の
世
界
：
古
河
公
方
の
成

立
・
喜
連
川
氏
の
誕
生
』

さ
く
ら
市
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

荒
井
寛
方
記
念

館

２
０
１
５
年

：
３
２
０
１
３
０
３
１
９
９

ID

・「
貴
重
資
料
紹
介

細
川
勝
元
書
状
」（『
神
奈
川
文
化
』

神
奈
川
県

293

立
図
書
館
・
文
化
資
料
館
・
音
楽
堂

１
９
８
３
年
）

：
３
２
０
０

ID

６
０
１
６
８
４

・「
貴
重
資
料
紹
介

前
将
軍
足
利
義
政
御
内
書
」（『
神
奈
川
文
化
』
289

神
奈
川
県
立
図
書
館
・
文
化
資
料
館
・
音
楽
堂

１
９
８
２
年
）

：
ID

３
２
０
０
６
０
０
６
８
４

・
峰
岸
純
夫
『
享
徳
の
乱

「
中
世
東
国
の
三
十
年
戦
争
」
』

講
談
社

２
０
１
７
年

：
３
２
０
２
２
０
８
９
９
３

ID

・「
貴
重
資
料
紹
介

豊
臣
秀
吉
書
状(

折
紙)

」（『
神
奈
川
文
化
』

神

297

奈
川
県
立
図
書
館
・
文
化
資
料
館
・
音
楽
堂

１
９
８
３
年
）

：
３

ID

２
０
０
６
０
１
６
８
４

・「
貴
重
資
料
紹
介

孝
蔵
主
覚
書(

折
紙)

」（『
神
奈
川
文
化
』

神
奈

313

川
県
立
図
書
館
・
文
化
資
料
館
・
音
楽
堂

１
９
８
６
年
）

：
３
２

ID

０
０
６
０
１
６
８
５

મ
౛
प
ঢ়
घ
ॊ
ु
भ

・
宍
倉
佐
敏
『
必
携
古
典
籍
古
文
書
料
紙
事
典
』

八
木
書
店

２
０
１
４

年

：
３
２
０
１
３
０
７
６
０
３

ID

・
宍
倉
佐
敏
「
紙
漉
き
の
技
術
に
み
る
中
世
の
古
文
書
」（『
金
沢
文
庫
研
究
』

神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫

２
０
０
４
年
）

：
３
２
０
０
９
０
０

313

ID

９
２
９

・
永
井
晋
「
金
澤
貞
顕
書
状
の
料
紙
に
つ
い
て
」（『
金
沢
文
庫
研
究
』
313

神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫

２
０
０
４
年
）

：
３
２
０
０
９
０
０
９
２

ID

９
・
久
米
康
生
『
和
紙
つ
く
り
の
歴
史
と
技
法
』

岩
田
書
院

２
０
０
８
年

・
富
田
正
弘
「
日
本
に
お
け
る
文
書
料
紙
の
概
観
」（『
企
画
展
示

中
世
の

古
文
書
ー
機
能
と
形
ー
』

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

２
０
１
３
年
）

・
富
田
正
弘
「
古
代
中
世
に
お
け
る
文
書
料
紙
の
変
遷
（
総
括
に
代
え
て
）

ー
文
献
に
み
る
紙
種
の
名
称
に
関
す
る
考
察
ー
」(

『
古
文
書
料
紙
原
本
に

み
る
材
質
の
地
域
的
特
質
・
時
代
的
変
遷
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』

１

９
９
２
年
）

も
と
よ
り
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
執
筆
等
に
際
し
て
参
考
に
し
た
文
献
は
も
っ
と

多
岐
に
渉
る
が
、際
限
が
無
い
の
で
直
接
的
に
示
唆
を
受
け
た
も
の
、か

つ
公
文
書
館
で
所
蔵
し
て
い
る
も
の
を
中
心
に
挙
げ
る
に
止
め
た
。

を
ID

記
載
し
て
い
る
の
が
当
館
で
所
蔵
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、展
示
会
期
中

は
閲
覧
室
内
に
専
用
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
手
に
取
っ
て
ご
覧
い
た
だ
け
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
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【「誰そ 彼 ･･･」の答え合わせ】
た かれ

本パンフレット表紙及びその元絵である当展

示のポスター ･チラシでは画面左側に５つ並んだ

花押に対し、烏帽子を被った人物、通称黄昏く

んが「誰そ彼 ･･･」と問うています。パンフレッ

ト冒頭のコラムで述べた通り、この「誰そ彼」

は、夕方を指す「黄昏（たそがれ）」の語源とな

ったものです。

ここまでご覧になりすでに答えはご存じと思

いますが、「正体は入場無料でつきとめよ」と煽

ったからには、５つの花押について、まとめて

おきたいと思います。

小田原北条氏の五代目にして最後の 史料

北条氏直 当主です。 １ -10

扇谷上杉氏出身の禅僧です。他の４ 史料

永明軒東永 人はともかく、この花押はお初とい １ ｰ８

う方が多かったのでは？

足利尊氏の弟です。兄尊氏の花押を 史料

足利直義 基本的に踏襲しています。 １ ｰ３

室町幕府第８代将軍です。慈悲の慈 史料

足利義政 の字の「幺」と「心」を組み合わせ ２ ｰ２

たものと考えられています。 ２ ｰ３

足 利 尊 氏 の 子 で 初 代 の 関 東 公 方 で 史料

足利基氏 す。なにやら直義の花押によく似て １ ｰ５

いるような ･･･
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「
れ
っ
つ
！
こ
も
ん
じ
ょ

ー
公
文
書
館
所
蔵
中
世
文
書
の
世
界
ー
」

解
説
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

発

行

：
令
和
八
年
十
月

編
集
・
発
行
：
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
資
料
課

〒
２
４
１ｰ

０
８
１
５

神
奈
川
県
横
浜
市
旭
区
中
尾
１ｰ

６ｰ

１

℡

０
４
５ｰ

３
６
４ｰ

４
４
６
１

【
二
次
利
用
禁
止
】

転
載
や
複
製
の
配
布
は
ご
遠
慮
下
さ
い
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